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毎
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い
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き
っ
と
お
役
に
屯
ち
ま
す



ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
貢
献
 

市
ス
ポ
1
ッ
賞
●
文
化
奨励
賞
表
彰
式
 

スポーツ功労賞を受ける伊藤徳一さん 

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
文
化
活
動
に
、
秀
れ
た
成
績
を
収
め
ら
れ

た
市
民
に
対
し
て
、
市
が
表
彰
す
る
「
平
成
六
年
度
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
・
文

化
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
ニ
月
ニ
十
五
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
 

ー
で
、
関
係
者
約
三
百
五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
功
労
賞
の
伊
藤
徳
一
さ
ん
（
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
）
と
清
野
兼
次
郎
さ
ん
（
柔
道
）
を
は
じ
め
、
優
秀
選
手
賞
三
人
、
 

優
秀
賞
団
体
十
三
人
、
奨
励
賞
個
人
・
団
体
三
百
一
人
、文
化
奨
励
賞
で

は
、
個
人
・
団
体
等
、
七
十
三
名
の
方
々
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
（
敬
称
略）
 

ス
ポ
ー
ッ
賞
 

▽
功
労
賞
 

伊
藤
徳
一
廿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
田

町
）
、十
五
年
に
わ
た
り
五
所
川
原

市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
を
務

め
、
そ
の
間
、全
国
大
会
第
三
位
、
 

青
森
県
民
体
育
大
会
連
続
優
勝
一
一

回
の
実
績
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

を
ス
ポ
ー
ッ
団
体
と
し
て
の
指
導

育
成
に
尽
力
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
 

清
野
兼
次
郎
廿
柔
道
（
中
平
井

町
）
、昭
和
三
十
五
年
か
ら
平
成
「
一

年
ま
で
五
所
川
原
柔
道
会
副
会
長

と
し
て
、
五
所
川
原
市
の
柔
道
発

展
と
普
及
の
た
め
企
画
・
指
導
に

尽
力
し
、
数
多
く
の
功
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。
 

▽
優
秀
選
手
賞

・
個
人
 

・

柔
道
 
太
田
康
博

（
五
一
中三
）
 

●

相
撲
 
秋
元
正
幸

（五
商
業
高
 
 

三
）
 

●

卓
球
 
古
川
史
子

（
青森
山
田
 

高
一
二」
 

▽
優
秀
賞
・
団
体
 

●

ボ
ウ
リ
ン
グ
 
五
所
川
原
ボ
ウ

？
ノ
グ
協
会
 

●

卓
球
 
七
ッ
館
小
学
校
卓
球
ク

ラ
ブ
 

●

柔
道
 
五
所
川
原
柔
道
ス
ポ

ー
 

ッ
少
年
団
 

▽
奨
励
賞

・
個
人
 

・

陸
上
 
木
村
友
美

（
五一
中三
）
、
 

宮
野
真
弘

（
五三
中
三
）
、佐
藤
正

孝

（
同
）
、
伊
藤
亜
由
美

（
同
一
）
、
 

成
田
郁
子
（
五
商
業
高
二
）
、工
藤

哲
也
（
同
）
、斉
藤
友
紀

（
木造
高

二
）
、一
戸
美穂
（
同
三
）
、田
端
慶

子

（
同二
）
、小
野
誘
子
（
陸
上
競

技
協
会
、
教
員
）
、安
田
信
昭
（
同
）
、
 

●

柔
道
 
工
藤
祐
司
（
五「
弔
二
）
、
 

奥
寺
一
貴
（
同
）
、
藤
田
美
穂
（
同

一
）
、長
利
尚
悟
（
五
農
林
高
二
）
、
 

後
藤
正
人
（
同
三
）
、成
田
健
（
同

一
一）
、小
山
内
真
弓
（
五
商業
高
三
）
、
 

北
畠
美
鈴

（
同
一
）
、野
上
佳
代
子
 

（
同二
）
、藤
本
久
美
子
（
同
）
、三

上
陽
子
（
同
こ
。
 

●

水
泳
 
鈴
木
信
久

（
五
所川
原

市
水
泳
協
会
、
会
社
員
）
、福
長
裕

香
（
同
看
護
婦）
、川
崎
睦
子
（
同
）
。
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ス
ポ
ー
ツ
-
文
化
活
動
に
貢
献

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
• 

文
化
奨
励
賞
表
彰
式

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
文
化
活
動
に
、
秀
れ
た
成
績
を
収
め
ら
れ

た
市
民
に
対
し
て
、
市
が
表
彰
す
る

「平
成
六
年
度
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文

化
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が
ニ
月
二
十
五
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
で
、
関
係
者
約
三
百
五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
の
伊
藤
徳
一
さ
ん
(
ゲ
l
ト

ボ
l
ル
)
と
清
野
兼
次
郎
さ
ん
(
柔
道
)
を
は
じ
め
、
優
秀
選
手
賞
三
人
、

優
秀
賞
団
体
十
三
人
、
奨
励
賞
個
人
・
団
体
三
百
一
人
、
文
化
奨
励
賞
で

は
、
個
人
・
団
体
等
、
七
十
三
名
の
方
々
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

スポーツ功労賞を受ける伊藤徳ーさん

ス
ポ
ー
ツ
賞

マ
功
労
賞

伊
藤
徳
一

U

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
(田

町
)
、
十
五
年
に
わ
た
り
五
所
川
原

市
の
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
協
会
長
を
務

め
、
そ
の
問
、
全
国
大
会
第
三
位、

青
森
県
民
体
育
大
会
連
続
優
勝
二

回
の
実
績
と
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
協
会

を
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て
の
指
導

育
成
に
尽
力
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

清
野
兼
次
郎
H

柔
道

(中
平
井

町
)、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
平
成
三

年
ま
で
五
所
川
原
柔
道
会
副
会
長

と
し
て
、
五
所
川
原
市
の
柔
道
発

展
と
普
及
の
た
め
企
画
・
指
導
に

尽
力
し
、
数
多
く
の
功
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

マ
優
秀
選
手
賞
・
個
人

・
柔
道

太
田
康
博

(五
一中
一一一)

・
相
撲

秋
元
正
幸

(五
商
業
高

一一一)
・
卓
球

高
三
)

マ
優
秀
賞
・
団
体

・
ボ
ウ
リ
ン
グ

五
所
川
原
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会

-
卓
球

七
ツ
館
小
学
校
卓
球
ク

ラ
フ

-
柔
道

五
所
川
原
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

マ
奨
励
賞
・
個
人

・
陸
上

木
村
友
美
(
五

一
中
一二)、

宮
野
真
弘
(
五
三
中
一二)、
佐
藤
正

孝

(同
)、
伊
藤
亜
由
美

(同

二
、

成
田
郁
子

(五
商
業
高
一一)、
工
藤

哲
也

(同
)、
斉
藤
友
紀

(木
造
高

一一)、
二
戸
美
穂

(同
一二)、
田
端
慶

子

(同
一一)、
小
野
誘
子

(陸
上
競

技
協
会
、
教
員
)、
安
田
信
昭
(
同
)、

・
柔
道

工
藤
祐
司
(
五
三
中
一一)、

奥
寺

一
貫
(
同
)
、
藤
田
美
穂

(聞

こ
、
長
利
尚
倍

(五
農
林
高
一一)、

後
雌
正
人

(同
一二)、
成
田
健

(同

二
)、小
山
内
山
弓
(
一
丸
附
来
山
.
一
)
、

北山田
美
鈴
(
同

二
、
野
上
佳
代
子

(同
一一)、
藤
本
久
美
子

(同
)、
三

上
陽
子

(同
三)。

-
水
泳

鈴
木
信
久

(五
所
川
原

市
水
泳
協
会
、
会
社
員
)
、
福
長
裕

香
(
問
看
護
婦
)、
川
崎
睦
子
(
同
)。

2 

古
川
史
子
(
青
森
山
田
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・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
嶋
口
裕
子
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
、
会
社
員
）
、新

出
秀
春

（
同五
商
職
）
、工
藤
節
子
 

（
同無
職
）
。
 

●

小
称
寺
拳
法
 
木
村
恵
利
子
（五

一
高
三
）
、奈
良
範
子
（
同
二
）
、千

葉
文
絵
（
同
一
）
、
工
藤
幸
栄
（
同
）
、
 

佐
々
木
邦
人
（
同
こ
、
山
谷
建
治
 

（
同
）
、
野
呂
い
づ
み
（
同
）
、
伊
藤
真

依
子
（
同
二
）
、工
藤
望
（
同
）
、小

坂
育
代
（
同
一
）
、
島
村
鮎
美
（
同
）
、
 

境
谷
幸
人
（
同
二
）
、木
津
谷
倫
人
 

（
五
工
業高
三
）
、坂
本
貴
也

（
同

二
）
、相
川
拓
見

（同
三
）
、白
川
瑞

元

（
同
）
、
秋
月
達
淑

（
同二
）
、渋

谷
祐
一
郎
（
同
）
、
山
崎
大
悟

（
同

一
）
、二
P正
人

（
同
）
。
 

こ
の
ほ
ど
、
五
所
川
原
地
区
暴

力
追
放
推
進
協
議
会

（
会長
、
五

所
川
原
市
長
）
は
、
五
所
川
原
警

察
署
で
、
第
三
回
暴
力
追
放
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
地
区
審
査
会
を
行

い
ま
し
た
。
 

中
学
、
高
校
か
ら
標
語
部
門
に

六
十
六
点
、
中
学
か
ら
ポ
ス
タ
ー
 

,
 

●

卓
球
 
土
岐
和
也

（
七
ッ
館小

五
）
、中
田
香
織

（
同
四
）
。
 

●

弓
道
 
高
橋
瑞
枝
（
五
所
川
原

弓
道
会
、会
社
員
）
、藤
森
浅
直
（
同

公
務
員
）
。
 

●

銃
剣
道
 
三
浦
剛
臣

（五
所
川

原
銃
剣
道
協
会
、
小
・
一
）
。
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
大
久
保
美
子
 

（
木造
高
三
）
。
 

マ
奨
励
賞

・
団
体
 

●

陸
上
 
五

一
中
男子
陸
上
競
技

部
、
五
三
中
女
子
陸
上
競
技
部
 

●

柔
道
 
五
三
中
柔
道
部
、
五
農

林
高
柔
道
部
 

●

水
泳
 
五
所
川
原
市
水
泳
協
会
 

女
子
リ
レ

ー
チ
ー
ム
 

、
●
相撲
 
五
農
林
高
相
撲
部
、
五
 

部
門
に
二
十
六
点
の
優
秀
な
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
川
浪
豊
登
地
区
防

犯
協
会
長
、
白
取
栢
五
所
川
原
警

察
署
長
や
協
議
会
役
員
が
、
 一
点

一
点
熱
心
に
審
査
に
当
た
り
ま
し

た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

所
川
原
市
相
撲
協
会
 

●

卓
球
 
七
ッ
館
小
卓
球
ク
ラ
ブ
、
 

五
一
中
男
子
卓
球
部
、
五
所
川
原

ク
ラ
ブ
 

●

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
業
高
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
五
所
川
原
市
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
女
子
チ
ー
ム
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五
一
中
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
日
立
東
部
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

●

少
林
寺
拳
法
 
五
工
業
高
男
子

少
林
寺
拳
法
部
、
五

一
高
少
林
寺

拳
法
女
子
部
、
同
男
子
部
 

●

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
 
五

小
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
五
所
川
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
 

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
対
馬
貴
路
（
五
一
中
ニ
）
 

銀
賞
 
藤
田
孝
幸

（
五
一
中三
）
 

銅
賞
 
新
谷
智
行

（
五
一中
一
）
 

佳
作
 
大
橋
太
一
 （
五
一
中
二）
 

佳
作
 
木
村
英
理
子
（
五
一中
三
）
 

佳
作
 
中
村
貴
幸

（
五
一中
二
）
 

高
等
学
校
の
部
 

金
賞
 
秋
田
谷
雪
美
（
五所
高
一
一）
 

銀
賞
 
江
良
優
嘉
子
（
五
所高
一
）
 

銅
賞
 
対
馬
暢
子
（
五
所
高
二
）
 
 

●

パ
ド
IIIン
ト
ン
 
五
所
川
原
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
津
軽
東
芝
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
同
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

文
化
奨
励
賞
 

▽
個
人
 

●

書
道
 
柴
谷
信
子
（
拓
城
書
道

苑
、
農
業
）
、対
馬
啓
二
（
同
公
務

員
）
、成
田
越
子
（
同
主
婦
）
、花
田

誠

（
同無
職
）
、渋
谷
慎
一
郎
（
同

書
道
塾
）
、佐
々
木
英
里
子
（
津
軽

書
道
院
、主
婦
）
、飛
島
イ
ッ
子
（
拓

城
書
道
苑
、
主
婦
）
。
 

・

デ
ザ
イ
ン
 
竹
谷
こ
ず
え
（
黒

石
商
業
高
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
三
『
 

佳
作
 
沢
田
拓
也
（
五
所
高
二
）
 

佳
作
 
野
呂
依
子
（
五
所
高
二
）
 

佳
作
 
桑
田
 
梢
（
五
所
高
一
一）
 

ー
 

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
工
藤
理
恵

（
五
一中
二
）
 

銀
賞
 
岩
谷
暁
子
（
五
一
中
一
一
）
 

銅
賞
 
山
川
裕
美
子
（
五
一
中
二
）
 

佳
作
 
成
田
和
歌
子
（
五
一中
二
）
 

佳
作
 
藤
田
道
子
（
五
一
中
ニ
）
 

佳
作
 
花
田
嗣
己

（
五
一中
ニ
）
 
 

●

川
柳
 
阿
部
二
郎
（
川
柳
岩
木

吟
社
、
無
職
）
、菊
池
富
美
雄
（
同
）
。
 

●

感
想
文
 
岡
田
葉
月
（
飯
詰
小

四
）
。
 

●

俳
句
 
松
宮
梗
子
（
五
所
川
原

俳
句
会
、主
婦
）
、成
田
市
子
（
同
）
。
 

●

将
棋
 
江
良
義
文

（
日
本
将棋

連
盟
五
所
川
原
支
部
、
会
社
員
）
。
 

●

作
文
 
寺
田
真
也
（
中央
小
三
『
 

●

合
唱
 
菊
池
勝
敏
、
菊
池
由
利

子
、
菊
池
翻
平
、
菊
池
文
（
田町
）
。
 

▽
団
体
 

●

合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

●

研
究
 
五
農
林
高
農
業
ク
ラ
ブ

バ
イ
オ
班
 

●

将
棋
 
五
所
高
将
棋
部
 

標 

言五 
"‘引 

コ
力
作
ぞ
ろ
い
 

暴
力
追
放
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
 

審 査 風 景 

3 平成7年3月15日 

-
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス

嶋

口
裕
子
(
ソ

・
卓
球

土
岐
和
也

(七

ツ

館

小

所

川
原
市
相
撲
協
会

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
、
会
社
員
)
、
新
五
)、
中
田
香
織
(
同
四
)
0

・
卓
球

七
ツ
館
小
卓
球
ク
ラ
ブ
、

出
秀
春

(同
五
商
職
)
、
工
藤
節
子

・
弓
道

高
橋
瑞
枝

(五

所

川

原

五

一
中
男
子
卓
球
部
、
五
所
川
原

(
同
無
職
)
。

弓
道
会
、
会
社
員
)、
藤
森
浅
直
(
同

ク
ラ
ブ

-
少
林
寺
拳
法

木
村
恵
利
子
(丘

公

務

員
)
0

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

五
商
業
高
ソ

二
号
ニ
可
奈
良
範
子

(同
二
)、
千

・
銃
剣
道

三
浦
剛
臣

(五
所
川

フ
ト
ボ
l
ル
部
、
五
所
川
原
市
ソ

葉
文
絵
(同
二
、
工
藤
幸
栄

(同
)
、
原
銃
剣
道
協
会
、

小
・

一

)

ロ

フ

ト
ボ
l
ル
協
会
女
子
チ
l
ム

佐
々
木
邦
人

(同
一ニ
)、
山
符
建
治

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
久
保
美
子

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

五

一
中
男
子

マ
個
人

(同
)、
野
呂
い
づ
み
(
同
)、
伊
藤
其

(

木

造
高
三)。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
日
立
東
部
セ

・
書
道

柴
谷
信
子

(桁
城
書
道

依
子
(
同
一一)、
工
藤
望

(
同
)、
小

マ
奨
励
賞
・
団
体

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
バ

レ

ー

ボ

ー

ル

部

苑

、

農

業
)、
対
局
啓
二

(
同
公
務

坂
育
代
(
同

一)、
島
村
鮎
美
(
同
)、

・
陸
上

五

一
中
男
子
陸
上
競
技

・
少
林
寺
拳
法

五

工

業

高

男

子

員

)、
成
田
越
子

(同
主
婦
)、
花
田

境
谷
幸
人

(同
一一)、

木

清

符

倫

人

部

、

五

三
中
女
子
陸
L
L
競

技

部

少

林

寺

拳

法

部

、

五

一
高

少

林

寺

誠

(同
無
職
)、
渋
谷
川山

一
郎

(同

(五
工
業
高
一二)、
坂
本
武
也

(同

・
柔
道

五
三
中
柔
道
部

、

丘

農

拳

法

女

子

部

、

同

引

子

部

書

道

塾

)、
佐
々
木
英
川市
子
(
沖
峰

一一)、
相
川
桁
見

(同
一二)、

円

川

瑞

林

高

柔
道
部

・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

五

書

道

院

、

主
制
)、
飛
島
イ
ツ
子
(
桁

元

(同
)、
秋
月
達
淑

(同
一一)、
渋

・
水
泳

五
所
川
原
市
水
泳
協
会
小
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

城

書

道

苑

、

主

制

)。

谷
祐

一
郎

(同
)、
山
崎
大
悟

(同

女

子

リ

レ

l
チ
l
ム

部

、

五

所

川
原
ミ
ニ
パ
ス
ケ
y
ト

・
デ
ザ
イ
ン

竹
芥
こ
ず
え
(
以

ニ
、
二
戸
正
人

(同
)。

、

.
相
撲

丘

農

林

高

相

撲

部

、

五

ボ

ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

石

商

業

高

情

報

デ
ザ
イ
ン
科
一二)。

泊

Z
4
E
4
Z
4主
4
在
込
書
4
主
4
Z
4下
北
泣
い
北
Z
4
F
4
F
1
F
4
E
d本
I
生
T
泊

Z
4下
d事
ー
も

r
t
t机
干
乱
レ
ー
ト
ー
レ
ー
レ
1
U
1
uー
が
地
主
4
古
A
古
4
E
4
Z
4
E
4叶
F

1ド
4
下
地
下
油
性
4
下
北
事
A
下
4
F泊
Z
4
E
d
Z
J主
4
下
4
E
A在
北
主
4
F
4
E
A
Z
Aホ
I
机
ド
北
性
A
Z
4
F泊
R
J下
J
，J

関

圏

佳
作

れ

川

包

(石

川

二
)

叫

J
U-

中

学

校

の

部

佳

作

宮
依
子
(
五
所
白

一)

芳

川
え

金
貧

対
馬
北
酪
(
庄

一
小
一一
)

佳
作

桑
川

相

(
五
所
尚
二
)

押
M
L
b

銀
賞

雌

m孝
幸
(
五

一
小
三
)

一

「

ι

窃

銅
賞

新
作
智
行
(
王

一
土

)

白

4

佳
作

大
橋
太

一

(五

一
小
二
)

「

j
l

佳
作

木
村
英
埋
子
(
五

一
七

一
)

「

お

佳
作

中
村
合
幸
(
五

一
小
一一
)

』
一
か

a

高
等
学
校
の
部

百

ニ

金
賞

秋
川
作
勺
夫
(
五
所
尚
一一)

~

山

司

‘

銀
賞

江
良
川
限
必
チ
(
一札
所
内

二

1
1
4

銅
賞

対
馬
暢
子

(
1
所
高
二
)

レ弓乙 ・ ド ・
| ノ¥ 1¥ ミ 1¥
ボ レ レ ン ド
I I I 卜 ミ
ル ポ ボ ン ン
音日 I I ク ト

ル Jレ ラ ン
音日 ブ
、津五
同軽所
女 東 川
子之原
パ男パ

文
化
奨
励
賞

寸
力
作
ぞ
ろ
い

「
暴
力
追
放
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
ほ
ど
、
E
所
川
以
地
医
暴

力
迫
放
推
進
協
議
会
(
会
長
、
五

所
川
以
市
長
)
は
、
五
所
川
原
幹

察
署
で
、
第
三
阿
暴
力
迫
欣
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
地
区
審
究
会
を
行

い
ま
し
た
。

小
学
、
日
校
か
ら
標
一
品
部
門
に

し
ハ
十
六
点
、

中
学
か
ら
ホ
ス
タ
ー

閤
闘
圃

中
学
校
の
部

金
賞

に
雌
川
市
吟

(五一

小
一一)

銀
賞

掛
川
什
暁
子

(五一

小
一一)

銅

賞

山

川
郁
夫
斗

J(κ
一
小
一
一)

佳
作

成
町
和
歌
子

(五

一
中
二
)

佳
作

雌
同
道
子
(
丘

一
中

A

一)

住
作

花
田
嗣
己
(
「
九

一
小
二
)

部
川
に
二
十
六
点
の
優
秀
な
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
川
浪
豊
登
地
区
防

犯
協
会
長
、

れ
取
和
五
所
川
原
作

察
署
長
や
協
議
会
役
員
が
、

一
点

一
点
熱
心
に
帯
究
に
当
た
り
ま
し

た
。人

口
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
時
)

-
川
柳

阿
部
二
郎

(川
柳
岩
木

吟
社
、
無
職
可
錦
池
富
美
雄

(同
)
0

・
感
想
文

岡
田
一
来
月

(飯
詰
小

・
俳
句

松
宮
便
子

(五
所
川
原

俳
句
会
、
主
制
)、
成
田
市
子
(同
)
0

・
将
棋

江
良
義
文

(日
本
将
棋

連
取
五
所
川
原
支
部
、

会
社
員
)
0

・
作
文

寺
田
克
也
(中
央
小
三
)
0

・
合
唱

菊
池
勝
敏
、
菊
池
由
利

子
、
菊
池
矧
平
、
菊
池
文
(田
町
)。

マ
団
体

-
合
唱

冗
所
川
原
合
川
団

-
研
究

五
農
林
高
農
業
ク
ラ
ブ

ハ
イ
オ
班

-
将
棋

五
所
山
将
棋
部

景風査審
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活
発
な
意
見
が
 

出
さ
れ

た
全
体
集

会
 

市
政
参
加
と
 

市
民
パ
ワ
ー
の
育
成
を
求
め
て
 

「
に
ぎ
わ
い
の
街

・
h
白
人
委
員
会
」
 

油絵を寄贈した木村さん（左） 

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
、
新
し
い
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
を
め
ざ
す
、
当
市
主
催
の
 

「に
ぎ
わ
い
の
街
・
五
百
人
委
員

会
」
が
、
二
月
二
十
六
日
、
市
中
 
 

央
公
民
館
で
市
民
お
よ
そ
五
百
人

の
出
席
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

生
活
、
健
康
、
教
育
、
福
祉
の

四
部
会
が
、
さ
ら
に
九
「
の
委
員

会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
 

マ
に
「
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、当
市
出
身
の
県
職
員
、
 

秋
田
佳
紀
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 

ー
に
全
体
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
意
見
交
換
さ
れ
た
内
容
及

び
、
当
日
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
「
 

い
て
、
次
回
の
広
報
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
お
知
ら
せ
し
て
い
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
と
、
き
め
細
か
な
政
策

を
、
早
く
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
更
に
ご
意
見
、
 

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
市
 

・

企
画
調
整
課
に
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
次
回
に
も
た
く
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

曾

意
の
花
か
ご
口
 

＠
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
 

森
田
村
出
身
で
、
神
奈
川
県
横

浜
市
に
お
住
ま
い
の
画
家
、
木
村

信
吾
さ
ん

（6
4）
は
、
二
月
一
一
十

日
、
郷
土
の
文
化
向
上
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
ー
と
、市
に
油
絵
「馬

と
女
」
（
百
三
十
号F
）
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
贈
呈
式
で
佐
々
木
市
長

は
「
市
の
大
切
な
財
産
と
し
て
、
 

文
化
の
振
興
に
役
立
て
ま
す
」
と

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
 
 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会
 

病
廊
に
患
者
ら
な
ご
み
冬
の
蘭
 

野
村
 
と
し
 

ニ
ン
月
の
風
の
烈
し
さ
萎
え
し
娘

に
 

対
馬
 
障
子
 

か
ん
票
ね
み
 

寒
茜
看
取
り
疲
れ
の
目
に
や
さ
し
 

長
沢
 
幸
子
 

の
 
り
 

ち
 
ち
 

海
苔
の
香
や
亡
父
の
や
さ
し
さ
ふ

と
想
ふ
 
小

栗
山
ひ
で
 

か
ん

け
 

缶
蹴
り
の
音
つ
れ
て
く
る
春
の
風
 

斉
藤
 
さ
だ
 

春
風
や
速
達
に
貼
る
花
切
手
 

成
田
 
市
子
 

円
空
仏
の
背
ナ
ー局
平
に
初
明
り
 

斉
藤
今
日
子
 

春
灯
や
こ
こ
ろ
い
つ
は
る
こ
と
多

し
 

高
松
 

栄
 

ほ
く
げ
ん
 

北
限
の
地
吹
雪
に
耐
（
岬
の
馬
 

尾
崎
 
玲
子
 

春
灯
を
波
に
こ
ぼ
し
て
湾
の
船
 

小
野
 
郁
子
 

の
 
り
か

き
め
 

海
苔
掻
女
胸
ま
で
潮
の
匂
ひ
け
り
 

松
宮
 
梗
子
 

油
絵
「
馬
と
女
」
を
市
に
寄
贈
 

森
田
村

出
身
の

木
村
信
吾
さ
ん
l
 

「俳
  

句
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〇
秋
田
健
介
さ
ん

（
青森
市

・
「ギ
ャ
ラ
リ
ー
銀
河
」
経
営
）H
油
絵

（
国
 

画
会
無
審
査
 
木
村
信
吾
画
・
六
号
F

・
題
名
「
鳩
笛
」
）
一点
。
 

〇
五
所
川
原
書
道
会
（
佐
藤
豊
仙
代
表
）
H
五
万
円
。
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
森
英
治
さ
ん

（
鎌谷
町
一
二
二
）
H
雛
人
形
二
体
。
 

〇
田
中
康
裕
さ
ん

（
中里
町
大
字
豊
島
字
豊
本
三
ー
二
）H
津
軽
凧
一
枚
。
 

〇
三
浦
誠
志
さ
ん

（鶴
ケ
岡
字
川
袋
一
六
九

ー
二
）
H
津
軽
凧
一
枚
。
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
二P
俊
男
会
長
）
H
歌

・
踊
 

り
、
う
ど
ん
・
菓
子
・
果
物
。
 

〇
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

（
千
葉勝
度
会
長
）
H
歌
・
踊
り
、
菓
子
他
。
 

〇
漆
川
獅
子
舞
保
存
会
（
小
田
桐
義
明
会
長
）
H
獅
子
舞
、
菓
子
他
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園

（
渋谷
守
夫
代
表
）
H
園
児
に
よ
る
楽
器
演
奏
他
。
 

〇
前
田
あ
い
さ
ん

（川
端
町
八
九
）
目
膝
掛
十
枚
。
 

r一 

r
 

市
政
参
加
と

市
民
パ
ワ
ー
の
育
成
を
求
め
て

「に
ぎ
わ
い
の
街
・
五
百
人
委
員
会
」

市
民
の
持
さ
ん
の
山
を
山
政
に

以
映
さ
せ
、
新
し
い
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
を
め
ざ
す
、
中
l

山
、
正
併
の

「
に
ぎ
わ
い
の
街

・
i
r
n
人
委
以

会
」
が
、

-

e

川パ
e

a

卜
六
日
、

市
中

活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
た
全
体
集
会

央
公
民
館
で
山
氏
お
よ
そ
五
円
人

の
川
府
布
の
も
と
開
似
さ
れ
ま
し

た
。ル

ぃ
活
、
健
康
、
教
育
、
制
祉
の

阿
部
会
が
、
さ
ら
に
九
つ
の
委
員

会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
!

?
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
比
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中l
市
川
身
の
県
職
員
、

秋
川
住
紀
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
全
体
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
立
見
交
換
さ
れ
た
内
科
ぷ

び
、
当
什
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
、
次
同
の
広
報
か
ら
市
民
の

山
甘
さ
ん
に
、
お
知
ら
せ
し
て
い
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
さ
ん
と
、
き
め
細
か
な
政
策

を
、
平
く
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
吏
に
ご
意
見
、

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
市

・
企
画
調
整
課
に
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
次
川
に
も
た
く
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

油
絵

「馬
と
女
」
を
市
に
寄
贈
」

森
田
村
出
身
の
木
村
信
吾
さ
ん

し

油絵を寄贈した木村さん(左)

森
川
村
山
身
で
、
仲
奈
川
県
償

浜
市
に
お
住
ま
い
の
画
家
、
木
村

信
汗
さ
ん
(
臼
)
は
、

-

A

川
A

十

l
t

日
、
郷
上
の
文
化
山
卜い
に
役
L
M
て

て
く
だ
さ
い
!
と
、
ぃ
巾
に
油
絵
「川河

と

K
」(有
一一
一十
日V
F
)

を
古
川
附
し

ま
し
た
。
間
口
巨
式
で
休
々
木
市
長

は
「
い
巾
の
大
切
な
財
産
と
し
て
、

文
化
の
振
興
に
役
立
て
ま
す
」
と

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

。
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
秋
田
健
介
さ
ん

(
庁
森
市

・
「ギ
ャ
ラ
リ
ー
鉛
川
」
統
計
)
リ
仙
絵
(
凶

同
会
無
容
し
青
木
村
信
丹
阿

・
ぃハリヴ
F
・
題
点
引
「
附
何
」
)

4

点
。

0
五
所
川
原
書
道
〈
云
(
佐
藤
世
仙
代
表
)
H
i
万
円
。

。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

O
森
英
治
さ
ん

(
鎌
科
町
-

4

4

4

.

)

日
雛
人
形
-
一体
。

O
田
中
康
裕
さ
ん

(小
巴
町
大
目下
佐
山
守
山
本
」
一
-
L
一)
HH

沖
軒
川

一
枚
。

O
三
浦
誠
志
さ
ん

(
鶴
ヶ
附
字
川
袋

一
ぃハ
九
1
4

二

日
津
軽
凧
一
枚
。

。
く
る
み
園
へ

O
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
二
戸
俊
児
会
長
)
リ
歌

・
踊

り
、
う
ど
ん

・
菓
子

・
果
物
。

0
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

(
千
葉
勝
瓜
会
長

)
H
歌

・
踊
り
、
菓
子
他
。

O
漆
川
獅
子
舞
保
存
会

(小
田
桐
義
明
会
長
)
リ
獅
f
舞
、
菓
子
他
。

O
津
軽
野
保
育
園

(
渋
谷
守
夫
代
表

)
H
岡
山
に
よ
る
楽
器
演
奏
他
。

O
前
田
あ
い
さ
ん

(
川
端
町
八
九

)
H
膝
掛
卜
枚
。
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「
た
以
上
に
急
な
坂
で
した
。
上

に
登
る
に
「
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
急

に
な
「
て
行
き
、
し
ま
い
に
は
、
 

六
十
度
く
ら
い
の
急
な
階
段
ま
で

出
て
来
て
大
変
で
し
た
。
私
は
つ

か
れ
て
来
た
の
で
、
 「も
う
降
り

よ
う
か
な
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
 

小
林
校
長
先
生
が
、
 「も
う
少
し

で
一
番高
い
所
ま
で
行
き
ま
す
か

ら
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」
と
は
げ

ま
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、何
と
か
、
 

一
番
高
い
所
ま
で
行
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
万
里
の
長
城
か
ら
の

眺
め
は
最
高
だ
「
た
で
す
。
 

辺
り
に
は
、
木
々
が
茂
っ
て
い

て
、
と
て
も
心
が
な
ご
み
ま
し
た
。
 

遠
く
を
見
て
み
る
と
、か
す
か
に
、
 

民
家
も
見
え
ま
し
た
。
風
も
気
持

ち
良
か
「
た
で
す
。
 

降
り
る
時
は
、
さ
ほ
ど
疲
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
 

万
里
の
長
城
を
降
り
た
後
、
た

だ
で
さ
え
沢
山
出
て
い
た
汗
が
滝

の
よ
う
に
流
れ
出
て
来
て
大
変
で

し
た
が
、
万
里
の
長
城
に
登
る
こ

と
が
出
来
た
の
は
，
中
国
旅
行
に

行
「
た
最
高
の
思
い
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

一
 

中
学
生
・
友
好
親

善
訪
中
感
想
文
⑤
 

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
「
中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

r
/
 

●

、
 

「
h
ー
「目
一
り
山
爪一
 

一
」

I
巨
」
び
一一
 
」
 

五
三
中
三
年
 

三
 
和
 
由
 

中
国
に
は
、
歴
史
に
関
し
て
、
 

し
た
が
、
や
は
り
、
行
く
前
か
ら

も
の
す
ご
く
色
々
な
物
が
あ
り
ま
 

楽
し
み
に
し
て
い
た
、
万
里
の
長
 

城
が
一
番
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、
 ク
万
里
の
長

城
に
さ
わ
「
た
ガ
と
言
う
喜

び
が
こ
み
あ
げ
て
来
ま
した
。
 

ガ
万
里
ガ
と
言
う
漢
字
は
、
 

ど
う
や
ら
、
中
国
で
は
、ガ満

里
4と
も
書
く
よ
う
で
し
た
。
 

登
る
道
に
は
、
ヤ
ン
グ
コ
 

ー
ス
と
、
オ

ー
ル
ド
コ
ー
ス

が
あ
っ
て
、
ヤ
ン
グ
コ
ー
ス

は
、
坂
が
急
な
方
で
、
オ

ー
 

ル
ド
コ
ー
ス
は
、
ゆ
る
や
か

な
坂
で
し
た
。
私
が
登
「
た

の
は
ヤ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
田
」
 

万 里 の 長 城 

, 
号年農少年銃剣道教室受講生徒募集 平成 7年度前期技能検定試 Ii 

主な実施職種 造園・建築板金・建設杉馴戒整備・ 

建具製作・とび・左官・内装仕上げ施工・熱絶 

縁茄i行・サッシ施工・表装・塗装・I2又告美術仕 

上げ・フラワー装飾など35職種 

受検資格 級別に一定の実務経験年数が必要て二 

すが、学歴・訓練歴により年数が短縮されます。 

受検料 

【実技試験】 8,500円～13,800円 （職種によっ 

て異なります。） 【！学科試験】 2,600円 

実施i日・試験場所 

平成 7 年6 月 9 日（金）-9月10日（日）までの 

間の当協会が指定する日及び場所 

受付期間 4月 3 日（月）-14日（金）まで 

合格発表 10月 5 日（木） 

間い合わせ・受付場所 

青森市野尻字今田43 - 1 
（県立青森高等技術専門校内） 

青森県職業能力開発協会 雪0177 - 38 - 5561 

武道は青少年に五恩五徳を育成します

募集生徒 

小学校 1 ---2年生20名まで。 

小学校 3 年生」2よ上20名まで。 

いずれも男子女子を問いません。 

中、高校生の相談をお待ちします。 

募集受付日 4月 5 日（水）午後 4時～ 6 時まてL 
4月 6 日（木）午後 4時～6時まで。 

場所 玉り折川原市民体育館（サプ体：育館） 

実施期間 

4月～11月末日。毎週水、木曜日午後 4時～ 

6時まで。受講はいつでも受イ寸けます。 

―度見学においでください。 

問い合わせ 胃35 - 2340. 34 - 9467・工藤常匹J郎 

雪35 - 4138・対馬安雄 雪53 - 2263・工藤勇蔵 

主催 五所川原銃剣道協会 

後援 五所川原市教育委員会 

五所川原市武道協議会 

5 平成 7年3月15日 

中
学
生
・
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
⑤

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の

「中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、

市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

も
ぴ) '1' 
寸-11，，1 

くは;
色
々!併
な!止:
物。』こ
治三 I~，l
あ し
りて
ま

「
中
国
の
旅
」

五
三
中
三
年

三

和

し
た
が
、
や
は
り
、
行
く
前
か
ら

栄
し
み
に
し
て
い
た
、
万
川
い
い
の
長

城
が

A

帯
良
か

っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
、

N

万
川
い
ん
の
民

城
に
さ
わ

っ
た
μ

と
号
い
う
内

び
が
こ
み
あ
げ
て
い
米
ま
し
た

o

H

万
民
μ

と
-rvつ
政
宇
は
、

ど
う
や
ら
、
中
同
で
は
、

H

満

mHと
も
丹
く
よ
う
で
し
た
。

笠
る
道
に
は
、
ヤ
ン
グ
コ

ー
ス
と
、
オ
ー
ル
ド
コ

ー
ス

が
あ
っ
て
、
ヤ
ン
グ
コ

ー
ス

は
、
阪
が
急
な
レ
刀
で
、
オ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
は
、
ゆ
る
や
か

な
以
で
し
た
。
私
が
登
っ
た

の
は
ヤ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
川
心 由

っ
た
以
卜
い
に
急
な
坂
で
し
た
。
上

に
登
る
に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
急

に
な
っ
て
行
き
、
し
ま
い
に
は
、

六
十
度
く
ら
い
の
急
な
階
段
ま
で

山
て
来
て
大
変
で
し
た
。
私
は
つ

か
れ
て
い
米
た
の
で
、
「
も
う
降
り

よ
う
か
な
」
と
忠
い
ま
し
た
が
、

小
林
校
長
先
生
が
、
「
も
う
少
し

で
-
帯
向
い
所
ま
で
行
き
ま
す
か

ら
、
頑
必
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
は
げ

ま
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
何
と
か
、

占
砕
向
い
所
ま
で
行
く
こ
と
が
山

米
ま
し
た
。
万
引
の
長
城
か
ら
の

眺
め
は
円
以
内
だ

っ
た
で
す
。

辺
り
に
は
、
木
々
が
茂

っ
て
い

て
、
と
て
も
心
が
な
ご
み
ま
し
た
。

速
く
を
け
ん
で
み
る
と
、
か
す
か
に
、

民
家
も
比
え
ま
し
た
。
風
も
試
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。

降
り
る
時
は
、
さ
ほ
ど
疲
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

万
巴
の
長
城
を
降
り
た
後
、
た

だ
で
さ
え
沢
山
川
て
い
た
汗
が
滝

の
よ
う
に
流
れ
川
て
米
て
大
変
で

し
た
が
、
万
用
い
い
の
長
城
に
登
る
こ

と
が
川
米
た
の
は
、
中
同
旅
行
に

行
っ
た
故
尚
の
思
い
山
と
な

っ
て

い
ま
す
。

|平成7年度前期技能検定試験 1

主 な 実 施 職 種 造 |お|・建 築 板 金 ・建設機械ま佐官iii'

士lUエ製作 -とび・在千¥ ・内装イL1'，げ}J色J:・熱絶

紘施行 ・サッシ施 工・ ぷ装 ・情装 ・仏;特美術イt:

1'.げ ・フラワー装飾など35職稀

受検資格 級 別 に 」 定 の 火J労 経 験 年 数 が 必 要 で

すが、 γ:附 ・ .fJ ll nd~附により年数が料納されま寸 。

受検料

〔ぷ技 試験】 8，5001' J ~1 3 ， 800IJ J (JI1'M!liによっ

て見なります。) (，γ:科試験) 2，6001JJ 

実 施 日 ・ 試 験 場 所

、ド成 7作 6)J9 H (合)~9)J lO ll (11)までの

川 の当協会が折主iごする I1及び掛けT
受付 期間 4)J 3 I1 (JJ)~ 14 11 (金)まで

合格発表 10)J 5 1-1 (本)

問い合わせ・受付場所

JS子幼~ " í~!fl)L'~r:今川 43 -1 

(りふZ1?森，:可等技術咋川校内)

!?森県職業能力開発 協会 宮 0177-38 -5561 

す年度少年銃剣道教室受講生徒募集 |
武道 は青少年に五J恩五徳を育成します

募集生徒

小ヤ:校 1~ 2 {IリJ~20i<，まで。

小マ:校 3ir.il三以上 20~れまで。

し、ずれもタJ[， t_・子をII¥J¥r、ません。

小、!同校ノt::のキ116炎 をお待ちします。

募集受 付日 /I )J511(水)ノl'後 4 1 I.'i~611!)' まで。

L!JJ611(本)/ 1 :後 411.')'~61 Ic')O まで。

場所 h:，好川以rli民体行合n(サブ体育t!'iD

実施期間

4)~ ~l l) J ぷ H 0 11t迎水、 本脳 I1 ノ | 今後 411.')'~

611.')'ま で。 受講はいつでも受付けます。

一度見学においでください。

問い合わせ宮35-2340、34-9467・1.，Ji，*'，:j[;1川氏1I

835 -4138・対馬安雄 官 53-2263・ 1:)I';l{見版

主催 7工所川Jh(銃剣道協会

後援 t，:所川1);(rlJ教育安iよ会

h:所川川市武辺協議会

平成 7!ド3月15115 



『 課税台帳の縦覧を！ ー 

あなたの固定資産を確認してください。 

市では、平成 7 年度固定資産課税台帳をi欠の

日程により縦覧に供します。 

縦覧とは、固定資産（固定資産税、都市計画

税）の課税の基礎となる価格等を、納ィ寸書をお

送りする前に、 あらかじめ所有者に確活忍してレ、 

ただくため、期間（20日間）を設け課税台帳を

無半斗てにご覧いただく制度です。ただし、縦覧期

間以タトでもご覧になれますが、有料となります。 

また、ご覧になった事項及び価i格などに不服

がある場合には、 5月1日（月）までの間に固定

資産評価審査委員会に審査の申出をすることが 

ー できます。 

、ン 特に、土地・家屋を所有権移転された方、又、 

昨年中に家屋を新築・増築・取りこわしされた

方は、！必ず縦覧しましょう。 

期間 平成 7年4月 1日（土）から平成 7年4月 

20日（木）まで（ただし、土曜日・日曜日は除きまり二） 

場所 五所川原市役所 3 階 税務課 

問い合わせ 平見務課 内紡1 201・206 

生活講座受講生募集働く婦人の家 

○防災頭巾作り教室 

～備えのひとつに手作りの頭巾を～ 

講師 開米実枝氏（三好地区婦人会会長） 

日時 3月29日（水） 9: 30-12 : 30 

18 : 00---21 : 00 

場所 働く婦人の家 第1講習室 

定員 20才I 締め切り日 3 月20日（月） 

受講料 無料。但一し材料費は各自負担 

対象 市内に住所又は職場を有する者 

’ 目ョLi入み及び問い合わせ先 

働く妬I人の家（市内新町一） 雪35 - 8898 

オルテンシア（ふるさと交流圏民センター） 

［ 催物ご案内〈3 月22日～ 4 月 5 日〉 

〈大ホール〉 

日 曜 催 	 物 開 演 人場料 

湯
  

水
  

五所川原地区米消費 
拡大シンポジウム 

12 : 30 無 料 

〈小ホール〉 

日 曜 催 	 物 開 演 入場料 

3
/7
2
6
 

 
日
  

阿部寿子ピアノ教室発表会 13 : 00 無 料 

臨
  

火
  

税務署（水稲耕作面積 
3加以上）協議会 

13 : 30 

I 国民健康保険の 
L被保険者証の更新を行います 

@）日程表 

対 象 地 区 月 	日 曜 時 	間 篇耕 

梅 沢 地 区 3月16日 木
  

午前9時～ 
正午 

各
 
支
 

所
 

長 橋 地 区 I, ,
,
 

 

午前9時～ 
正午 

七 和 地 区 I, "
  

午後1時～ 
4時 

三 好 地 区 I, /
1
 

 

午後 1時～ 
4時 

毘 沙 門 地 区 3月17日 金
  

午前9時～ 
正午 

飯 詰 地 区 'I F
,
 

 

午後 1時～ 
4時 

上記指定日に更新できなかった人は 3月24 
正午まで各支所へ。 

3月26日以降は市役所国保年金課へ。 

日 

金山・水野尾・米田・ 
唐笠柳・石岡・吹畑・ 
漆川・太刀打・一野坪 

3月17日 金
  

午前9時～ 
正午 

市
 
役
 
所
 
二
 
階
 
ロ
 
ビ
 

ー
  

田川一種井・川山・沖
飯詰・桜田ー長橋広野 
（藤島） 

I, '
I
 

 

午後 1時～ 
4時 

姥落・稲実・広田・七
ッ館・湊・湊団地・み
どり町 

3月20日 月
  

午前9時～ 
午後 4時 

栄町・田町・蓮沼・不 
魚住・元町・鎌谷町・ 
鳥森・下り枝・八重菊 
・一ッ谷・新町・柳町 
・岩木町・本町・小曲 

3月22日 水
  

午前 9時～ 
午後 4時 

東町・大町・旭町・雛
田・敷島町・上平井町 
・中平井町・下平井日II 
・錦町・幾世森・寺町 
・柏原町・松島町 

3月23日 木
  

午前9時～ 
午後 4時 

幾島町・末広町・新宮
町・蘇鉄一芭蕉・川端
町・布屋町・新宮・長
橋橋ル‘弥生町・若葉 

3月24日 金
  

午前 9時～ 
午後 4時 

期間中に更新できなか 
った人（全地区） 

日曜更新を設けます
但し、④、⑧、異動等の
手続きはできません 

3月26日 口
H
  

午前 9時～ 
午後 4時 

市
役
所
二
階

国
保
年
金
課
 

春の青少年健全育成全国強調月間 
●運動の期間 平成 7年 3 月20日～4 月100 

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・ツーシ
ョットダイヤル等の自動販売機をなくしましよう。 

	 ＊重点目標 

(1) 青少年の非行防止と社会環境浄化の促進 

(2） 心身の鍛練と明るい家庭づくりの促進 

(3） 青少年の社会参加の促進 

I 五所川原市青少年問題協議会 五所川原d沙年相談セノター運営協議会 
I 五 )II原市少年指導委員協議会 五所』源地区青少年健全育成推進員協議会 
I 五所』源市学校警察連絡協議会 五所川原地区防犯協会 
I 五所 川 原 警 察 署 五 所 川 原 市 

平成 7年 3月15日 6 

諜税台帳の縦覧をノ

あなたの固定資産を確認してください。
市では、平成 7年度同定資産課税fi'l長を次の

日れにより縦覧に供します。

縦覧とは、固定資産(同定資産税、都市計画

税)の課税の基礎と なるfali.j?(キ等を、納付i'!，:をお

送りする前に、あらかじめ所有者に確認してい

ただ くため、期間 (201ln:]) を設け訓税台帳を

無料でご覧u、ただく制度です。ただし、縦覧JtiJ

1/日以外でもご覧になれますが、有本!となります。

また、ご覧になった事引及び側栴などに不n~

がある場合には、 5.f]11-1(月)までの川に同定

資産評価務罰委員会に手存在のrpi 1 ¥をすることが

できます。

4:'1に、 1:地 ・家屋を所イHfji移転された)/、 X、

昨年中に家Nを新築 ・明築 ・取りこわし された

方は、必ず縦覧しましょう。

期間 平成 7年 4月 11=1 (ーuから平);'X:7作 4月

20 I1 (木)まで(ただし、 1'.11101 .111I/f111は除きます三)

場所 石.所川山市役所 311f<'f脱務課

問い合わせ 税務課内線 201・206

|生活講座受講生募集働く婦人の家|
o防災頭巾作り教室

~備えのひとつに 手作りの頭IIJを~

講師 |別米;:lf;枝氏(三 好 j也l天川人会会長)

日時 3 JJ 29日(;1<) 9 : 30~ 12 : 30 

18 : 00~21 : 00 

場所 働く州人の家節 1~bげ/主

定員 20名 締 め切り日 3)J 20仁1(J J ) 

受講料 無料。但し材料貸は各 I1白1lt

対象 市内に住所又は職場e をイ了する才i-

申し込み及び問い合 わせ先

倒jく州人の家(市IAJ来IrIUr) 宮 35-8898 

「オルテンシア (ふるさと交流圏民センヲー)1
」一催物ご案内 (3 月 22日 ~4 月 5 日) _j

〈大ホ-)レ〉

作甘 物

〈小ホール〉

I1 11/1( イ住 物 1)lj l，ir 入場料

ラ~6 11 阿部f_f-(-ヒアノ教本発点会 13 : 00 !!!'i 1、↓

ラ~8 火
税務将(;]<稲%JH1'lui，f;'1

13: 30 
311([以上)協議会

[国民健康保険の J 
被保険者桓の更新を行います」

@ 日程表

対象地 1'( JJ 日 同t 1I，'f I/IJ J'JAJ!，VリJIl 

相'): V¥ I自 [，く 3月16日 ィ、 午前9時~
，ur 

tえ 品売 J血 Iメ; " 
午前 91I.'i'~"1 '''' -J}二!I f干

仁 平11 地 1><: " 
午後 111 ，'i'~"1 "~ -LI 11年

11:1走1時~
x 

9f I也 Iメ: " "1 "~ -Li 11年

昆沙門地区 3月17日 金
'1--lìíi911 ，'f~ !リ「

JH  

飯 壬口上円 地 I耳L " 
午後 111年~" I ' ，~- <III年

|記桁定 11に史新できなかった人は 3)J2，111 
iIグ|二まで各支所へ。

3)-J 2611以降は市役所|叶{μl金泌へ。

金JlI・水野jも・:;jと回 ・
午前 911年~jJt笠:fljll・イ1岡・ l次士fU• 3月17日 金

漆川 .)(刀打・一野坪
，Eノ|

FfI)ll .積)1=. )111[1 .沖
!I後 111年~

飯話.f長山 ・長続広町 " " I L111年
(Ii，転向)

姥泊・稲:x・広r[1.七
ッ官r:・湊・淡|寸|地・み 3月20日 月

午前 9時~ j支
どり IIlf

守二後 411.'j'

19r 
栄I"f. rfllllT . :illi沼 ・不
;(~d l: .元IlIf.鎌谷町 ・

午前 911年~
わ森・下り校 ・八重鈎 3月22臼 ;J< 
-ーッ谷・新IIIJ・栃IJlIIT

11:後 411干 件T

-tf木IIIJ・"js::lllr.小EI1I ロ

東IIIT.大IIIT.旭川 .~nÊ 
ピ

fU . 敷，~，'jlllf . 1 -_平)~llI f
ノ1-1日i911年~

. rl'平)1:llIf.下平)I=IIIJ 3月23日 ィ、
午後 411年

. }(，¥Il1r .幾111:森 ・守IIIJ
-柏1J;(III[.松戸.'jlIlJ

幾!:.'jlllr.ぷJ1~ l lI f .新'，Ii，，'

IlIf . i!'，，*欽・芭JI~ .川端i
3月24日 :(Q 

午前 911 ，'f~
III[ .抗i以IlIf.新ψ....jj是 午後 411.'，
十両橋jじ・弥生111[・J'J1定

期間中に更新できなか

保f|金1141役f7てl7 i った人(全地区)
午前 911.'f~

日曜更新を設けます 3月26日 I1 
但し、⑨、⑧、異動等の

午後 411年

手続きはできません え*I~;~

春の青少年健全育成全国強調月間
・運動の期間 平成7年 3月2011 ~ 4 ) J 10 11 

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・ツーシ
ョッ卜ダイヤル等の自動販売機をなくしましょう。

本重点目標

(1) 背少年の非行防止と社会環境浄化の促進

(2) 心身の鍛紘と明るい家庭づくりの促進

(3) ，';-少作の社会参加の促illi

五所川原市!?少年問題協議会 五所川原市少年相談センター運営協議会

Ji.ffrJII原市少年指導委員協議会 五所川原地区青少年健全育成推進員協議会

百:ffi川原市学校箸察連絡協議会 江所川 j京地[，(I¥)j犯 協 会

五所 川 JJj( 笹務事]，: 0r 川 J)j( rli 

平成 7lJ 3 ) J 1511 6 



4月の保健センタ 相談日 

のびのび 満1歳 

佐藤ひとえちゃん（みどり町3丁目） 

母・つづりさん テレビのコマーシャルに合

わせて、おしりをふりふり踊る仕草はとてもか

わいいです。健康で素直な子にと願っています。 

饗糖りする健康相談室へどうぞ 
対象 五所川原にお住まいの方で、 ご自身及び

家族の身体ぐあいの事で心配されている方 

内容 血圧の相言炎、病気の相談、心ク片目談、健

康についての話し 料金 無料 持参するもの

健康手帳（お持ちの方）保健婦が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

コミュニテイ
センター長橋 

3月27日 
（月） 

13 :00~ 
14 : 00 

顔色は健康の 
バロメーター 

(14 】 10-14 : 30) 

浅井公民館 3月30日 
（木） 

10 : 00-- 
12 : 00 

血のめぐりが良くな
る“はっらっ体操” 

(11 : 30-12 : 00) 

種 男リ 開 設 日 内 	容 

第1・第 3（水） 乳児・幼児の発 
4月 5 日・19日 達相談、育児クフ 

母と子一の 10時～12時 相診乏、ホう母さん 
木目談日 13時～15時 の悩みごと相談 

（第3 の午後は など 
予約相談です） 

第 2・第 4（水） 血J王の相談、食 
4月12日・26日 事ク片目談、 心身 

成人の 10時～12時 でご心配なこと 
相談日 13時～15時 など 

（第4 の午後は 
予約相談です） 

予約相談は随時、電話で受けイ寸けます。 

了 る月 弥全 

、  市役所合351ユ111 , 

~ すくすぐ健診 
場所 市保健センター（新町バス停前） 時間

受付12 : 30---12 : 45 持参するもの 母子健康

手帳、バスタオル。 3歳児には個人通知いたし

ます。同封のアンケートに記入して、尿を小 1ご

ンに入れて持参ください。※注意 ① 3 カ月健

診に来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児が

ん）の検査セットを、母子健康手帳を持参のう

え保健環境課窓口にもらいに来てください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）の」0子さん

はご遠慮ください。 （③）不明な点は、保健環境

課にお問い合わせください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H6年 
12月生まれ 

H7年 
4月11日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布， 
育児情報交換等 

6カ月児 
H6年 
9月生まれ 

4月18日 
（火） 

離乳食の試食 

発達相談等 

1 歳児 
H6年 
3月生まれ 

4月24日 
（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H5年 
10月生まれ 

4月25日 
（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H3年 
10月生まれ 

4月20日 
（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セン

ター “母と子一の木目診乏日 （第 1・3 水曜日）”も御

利用ください。 

※尚、県のモデル事業として行われている、 6 

カ月児健診の歯科診察と 2歳 6 カ月児歯科健診

は日程が決まりI欠第、随時、お知らせします一。 

日曜日特別納税相談日 
」反納課て叫ま、平日に納税相談ができない方の 

ために「日曜日特別納税相談日」を開設します。 

＞日時 平成 7年 3月26日（日） 

午前 9時から午後 4時まで 

ン場所 市役所収納課（3階） 

" 35 -2111 内線202・208・209・213 

7 平成 7年3月15日 

/
 

窃月 弥生

市役所宮35-2官官官

| すくすく健診 l 
場 所 市保健センター(新町バス停前) 時間

受 付 12: 30~12 : 45 持参するもの 母子健康

手帳、パスタオノレ。 3歳児には個人通知Iいたし

ま す。 同封のアンケート に記入して、尿を小ビ

ンに入れ て持参ください。 ※注意 ① 3ヵ月健

診に来れなかった方は、 神経芽細胞IJ重(小児が

んノ)の検 査セットを、母 子健康手帳を持参のう

え保健環境謀窓口にもら いに来てください。

② 病気療養中(特に伝染性の病気)のお子さん

はご遠慮ください。 ③不明な点は、保健環境

課にお問い合わせください。

月 齢 対象児 期 日 主な内容

3ヵ月児
H6年

H7年 小児科診察、神経芽

12月生まれ
4月11日 細胞腫セット配布、

(火) 育児情報交換等

6ヵ月児
H6年 4月18日 離乳食の試食

9月生まれ (火) 発達相談等

1歳児
H6年 4月24日 育児情報交換

3月生まれ (月) 発達相談等

1歳 H5年 4月25日
小児科 ・歯科診察

6ヵ月児
10月生まれ (火)

丈夫な歯と顎になる
ためのお話

3爺児
H3年 4月20日

小児科 ・歯科診察

10月生まれ (木)
尿検査
視聴覚検査等

乳幼児 の発達や育児、悩みごとは、保健セン

ター“母と子の相談日(第 1 ・3水曜日)"も御

利用 ください。

※尚、県のモデノレ事業として行われている、 6 

ヵ月児健診の歯科診察と 2歳 6ヵ月児歯科健診

は日程が 決まり次第、随時、 お知らせします0

・.!!!Im.~ 亘~:s.~..fI~号電ι:;;:回調!!!-
・・・~.!.i: 週帽‘"，'..j，lIl C .~則~w~r-旬2・竺・・・
収納謀では、平日に納税相談ができない方の

ために「 日曜日特別納税 相談日 J を開設します。

c>日時 平成 7年 3月 26日(日)

午前 9時から午後 4時まで

c>場所 市役所収納謀(3階)

宮 35-2111 内線202・208・209・2]3

7 平成7年 3月15日

ldda蜘・吋

佐藤ひとえちゃん(みどり町3丁目)

母 ・ つ づ り さ ん テレビのコマーシヤノレに合

わせて、おしりをふりふり踊る仕草はとてもか

わいいです。健康で素直な子にと願っ ています。

身.りすミ健康相談室へどうぞE
対象 五所川原にお住まいの方で、ご自身及び

家族の身体ぐあいの事で心配されている方

内容 血圧の相談、病気の相談、心の相談、健

蔵についての話し 料金 無料 持 参 す る も の

健康手帳(お持ちの方)保健婦が相談に応じます

開催場所 開催月日 開催時!日]はなしのテーマと時間

コミュニティ 3月27n 13 : OO~ 顔色は健康の

センター長橋 (月) 14: 00 
バロメーター

(14 : 1O~14 : 30) 

3月30日 10 ・ OO~ 血のめぐらりが体良操く"な
浅井公民館

(木) 12 : 00 
る“はつ つ
(11 : 30~ 12 : 00) 

4月の保健センター棺談日目
表E 匁リ 開設日 内 容

第 1・第 3(水) 字L;，巴 ・f;IJ児，の予を

4月 5円・19日
母と子の 10時~12時 相 談 、 お 母 さ ん

相談日 1 3時~15時 の悩みごと相談
(第 3の午後は など
予約相談です)

~H 2・第 4(水) 血 圧 の 相 談 、 食
4月 12日-26日 事 の 相 談 、 心 身

成人の 10時~12時 でご心配なこと
相談日 1 3時~15時 なと

(第 4の午後は

予約相談です)

予約利|談は随時、屯話で受けイ、lけます。
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農業者年金を引き続き受けるため― 

現況届の提出を忘れずに 
現況届とlま 
年1回、毎年2)」未に受給者の状況を備」 

認するため、農業者年金基金から直接送ら

れます。 

農業者年金を引き続き受けるためには、 

この「現況届」に市町村長の証明印をもら

い、 3月31日までに農業委員会に提出しな

ければなりません。 

「現況届」が提出されないときは、提出

されるまでの間、年金の支払いが一時差し

止めになりますので、忘れずに提出してく

たiさい。 

問い合わせ 市農業委員会（内線 246) 

ー平成 7年1月 1目から雇用保険による 
“吉ノ，・ー止ム~中引II,‘士4入14生II止” 

r) -.十困m住mIト世 IlりじIト口~り FJ]1JI又 

“育児休業給付制度” 
がスタートします。一

高年齢雇用継続給付 60歳から65歳まて二の

被魯り倹者の方が、 60歳時点の85％未満の賃

金で雇用されノているときに支給されます。 

育児休業給付 被保険者の方が、満1歳未

満の子を養育するための育児休業をすると

きに支給されます。 

※支給申請手続き等、詳しくは五所川原公

共職業安定所（ハローワーク）容34 - 3171 

へお問い合わせください。 
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「女性のための電気教室」受講者募集 

募集人員 30名 

開催期間 平成 7年4月～12月まで毎月 1回開

催（ 8月除く） 

開催日 毎月第 3木曜日 

時間 午前10時～12時（施設見学会別時間） 

会場 東北電力五所川原営業所（田田丁113-1) 

講座内容 4月 開講式；、オリエンテーション、 

当社の概要説明、所内見学および懇談 5月

簡単な電気知識の習得、電気料金の計算方法な

ど 6月 高気密・高断熱住宅の概要とオール

電化の機器紹介 7 月 200ボルト機器による

料理 9月 エネルギー関連施設の見学 10月

テーブルタップの製作 11月 クリスマスケー 

キづく り 12月 修了証の授与、 クリスマスコ

ンサートへご招待 

申し込み方法 お客さまサービス課（雪35 - 21 

51、 内線 335）へ電話で申し込みください。 

※定員になりi欠第締め切ります。 

4月より下記地区の 

燃えるゴミ収集が週2回になりました 

」収集日程は次の通りです。 

曜 日 地 	区 	名 

月・木 梅田・七和（豊j戎含む） 

火・金 
飯詰・松島（桃崎）・毘I少門・長富
中川 （I中飯詰・桜田） 

木・土 栄（湊・i奏団地除く） 

月・金 
長橋（興隆含む）・松島（桃崎・月クこ 

畑・石岡団地除く） 

火一I 中川 （沖飯詰・桜田除く）・二好 

上記日程に記載され,てない埋ュ区は従来通りです。 

お問い合わせ 

侍二健環境課 環境係 内線 269 
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問い合わせ 市民業委員会(内線 246)

平成7年4月l日から雇用保険による「

“高年齢雇用継続給付制度" I 

“育児休業給付制度" I 
がスタートしますOJ

高年齢雇用継続給付 60歳から65歳までの

被保険在のノJが、 60歳時点の85%未 Y1115の賃

金で、iuU日されているときに支給されます。

育児休業給付 被保険者 のノJが、出:]l歳未

満 の 子を必ずずするための育児休業をすると

きに支給されます。

※支給ql言tt下続き士卒、詳 しくは 五所)11);;(公

共職 業安定所(ハローワーク) 宮 34-3171 

へおIIUレ、介わせ くださ い。

i「女性のための電気教室」受講者募集 |
募集 人員 304"， 

開催期間 平成 7 年 4) J ~12) J まで4Ij:) J 11"WH 

fr'r[ (8月除く)

開催日 何 JJ節 3本 11li!.11

時間 午前îlO時~1211年 (jjÍ!i，没凡学会川叫/1\])

会場 東北屯力五所川出引業所 (IJllUn13-1)

講座肉容 4月 I)TI諸式、オリエンテーション、

、'i社の概要説IJ)J、JJTI人Hι乍 および恕II渓 5月

i'i1iliiな714気失11識の押千!j.、1丘公u，司令の，i!-X';L)iWな

ど 6月 r::i'5.<.(掛 I:"}断熱イ1:宅の概要とオーノレ

U化の機鵠制介 7月 200ボノレト機片足に よる

料開 9月 エネノレギー |対辿施設の比γ 10月

テーブルタ ップの製作 11月 クリスマスケー

キづくり 12月 修了ゐEの授与、クリスマスコ

ンサート八ご如待

申し込み方法 お符さまサービス説(宮 35-21 

51、 内線 335) へ泣訊でiJlし込みください。

※定口になり次r1~締め切ります。

[!月より下記地区の l 

燃えるゴミ収集が週2回になりました」

収集 日程 は次 の通 りで す。

11M " 
J:U:l 1>( ヨド1

) J -オー 村正IJI・七平11 ('，~:，':成含む)

火 ・金
良反JJ7・4公，1;，う (f:Jtll向)・ 1'，U)> 1" J -K '，0; 
'1') 11 (判，[(反 JJi ・ 中~III ) 

本・ 1: 栄( 泌 ・榛卜j-I地 除 く )

)J・4そ lk楠(興11経f77む)・松。1;，り (桃11J{，f-1吹
士HI・イ{附卜1"1地除く)

火 ・|・ '1'川 (戸l'飯 Iiff-桜 1111徐 く) ・ 三虫f

上 記 日 程 に 記 載 さ れ て な い 地 区 は 従 来 通 り で す。

お問い合わせ

f~{ill広~:fJl説~ ~~:lJL{系!人j 最)~ 269 
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